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学
重
教
育
用
図
書
購
入
費
用
を

今
年
度
も
二
市
二
町
へ
寄
贈

―

永
年
の
寄
附
に
感
謝
？

」
と
ば
を
頂
く
―

金
沢
法
人
会

で
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら

二
市
二
町

（金
沢
市

，
か
は
く
市

・
津
幡
町

・

内
灘
町
）
へ
の
学
重
教
育
用
図
書
購
入
費
用
の

寄
贈
を
継
続
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

令
和
七
年

二
月
十
二
日

（水
）
に
は
、
表
守

活
か
ほ
く
支
部
長
と
村
井
啓
祐
専
務
理
事
が
、

か
ほ
く
市
役
所

に
て
油
野
和

一
郎
市
長

に
十

五
万
円
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

次

い
で
、
二
月
十
七
日

（月
）
に
は
、
鶴
山

庄
市
会
長
と
村
井
専
務
理
事
が
金
沢
市
役
所

を
訪
ね
、
村
山
卓
市
長

に
五
十
万
円
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

そ
し
て
二
月
十
七
日

（月
）
に
は
、
山
名
知

純
津
幡
支
部
長
と
木
村
道
明
副
会
長
と
村
井

専
務
理
事
が
津
幡
町
役
場
に
赴
き
矢
田
富
郎

町
長

に
十
五
万
円
を
寄
贈
。
ま
た
二
月
二
十

一
日

（金
）
に
は
、
高

橋

玲

子
内

灘

支

部

長
、

中
村
敏
男
副
支
部
長
、
前
河
政
秀
副
支
部
長

と
村
井
専
務
理
事
が
、
内
灘
町
役
場
に
て
生

・

謝

ロ

田
勇
人
町
長
に
十
万
円
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
、
電
子
図
書
の
購
入
に
も
充
当
で

き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
、
各
市
長

・
町
長
か
ら
、

永
年
の
寄
贈
に
対
し
て
感
謝
の
意
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

司|

かほく市役所を訪ね、図書購入費用を贈呈
(写真左より、油野市長、表かほく支部長)。

/

村山市長から感謝状を受け取る鶴山会長。テーブルの上には
金沢市が購入した本も並べられている。

 ́ ― ― _

写真左より鶴山会長、村山市長。

こ

健
全
な
地
域
社
会
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
企
業
も
人
も
豊
か
に
成
長
で
き
ま
す
。

金
沢
法
人
会
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
納
税
意
識
を
育
む
た
め
の
租

税
教
育
を
中
心
に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

_1ヽ こ

H

(金 )

内灘町

3月 21日

生田町長 (前列右)に目録を贈呈し、感謝状を頂いた。山名津幡支部長から矢田町長ヘロ録が手渡された。



青
年
・女
性
部
会

一硝
慌
数

二
十
八
校
に
拡
大
／

小
学
校
で
租
税
教
室
を
開
催

―

子
ど
も
た
ち
に
税
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
―

青
年
部
会

・女
性
部
会
で
は
、
小
学
校

二
十
八
校
の
六
年
生
児

童
千
七
百
二
十
五
人
を
対
象
に
租
税
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
元
日
の
能
登
半
島
地
震
の
影
響
で
校
舎
が
使
用
で

き
ず
他
の
学
校
で
授
業
を
行

っ
て
い
る
小
学
校
も
あ
り
ま
し
た
が
、

例
年
ど
お
り
に
実
施
し
、
授
業
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
税
の
役

割
や
大
切
さ
を
楽
し
く
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
き
ま
し
た
。

金
沢
法
人
会
で
は
租
税
教
育
活
動
を
公
益
事
業
の
大
き
な
柱

と
し
て
お
り
、
本
フ
後
も
よ
り
多
く
の
子
ど

も
た
ち
に
税

の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
さ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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i青年部会実施 25校 (1598人 )

層
金沢市立富樫小学校

津幡町立丼上小学校

金沢市立花園小学校

津幡田丁立英田小学校

金沢市立諸江町小学校

金沢市立不動寺小学校

津幡田」立萩里予台小学校

金沢市立泉里予小学校

津幡口」立条南小学校

津幡町立津幡小学校

金沢市立千坂小学校

金沢市立朝霞台小学校

金沢市立森本小学校

津幡町立笠里予小学校

津幡町立太自台小学校

金沢市立米丸小学校

金沢市立粟崎小学校

金沢市立十一屋小学校

金沢市立四十万小学校

津幡田」立中条小学校

金沢市立新神田小学校

金沢市立緑小学校

内灘田丁立鶴ヶ丘小学校

金沢市立田上小学校

金沢市立伏見台小学校
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フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

女
性
部
会
で
は
令
和
四
年
度
よ
り
食
品
ロ
ス
削
減
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
研
修
会
の
場
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
十

一
月
十
三
日

（水
）
と
十
二
月

二
十
日

（金
）
の
研
修
会
に
て
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
た
。

女性部会実施3校 (127名 )

【5月】 2国 内灘町立西荒屋小学校
9日 金沢市立扇台小学校
17日 金沢市立額小学校
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タ
オ
ル
・石
鹸
持
ち
寄
り
運
動

女
性
部
会
で
は
、
本
会

圭
自
年
部
会

・女
性
部
会
の
研
修
会
や
講

演
会
の
参
加
者
か
ら
ご
寄
附
頂
い
た
タ
オ
ル
・石
鹸
等
を
害
贈
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
ハ
ｗ
和
六
年
十
月
に
社
会
福

祉
法
人
希
望
が
丘
と
石
川
整
肢
学
国
金
沢
こ
ど
も
医
療
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
訪
ね
て
か
オ
ル
・
石
鹸
を
寄
贈
。
ま
た
令
和
七
年
二
月

に
は
、
社
会
福
祉
法
人
聖
霊
病
院
聖
霊
乳
児
院

・愛
児
国
に
タ
オ

ル
・石
鹸
の
ほ
か
に
洗
剤
等
の
日
用
品
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

各
施
設
の
方
々
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
、
本
フ
後
の
活
動
へ
の

励
み
と
な
り
ま
し
た
。

10月 29日

希望が丘

″_イ |
10月 30日

石川整肢学国

金沢こども医療

‐ |

3月 17日

聖霊病院聖露

乳児院

愛児園
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令
和
七
年
度

税
制
改
正
の
あ
ら
ま
し

一　

法
人
課
税

令
和
七
年
度
税
制
改
正
で
は
、
法
人
会
が
提
言
し
て
い
た

「法
人
税
の
軽
減
税
率
の
特

例
」
や

「中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
」
な
ど
に
つ
い
て
、
適
用
期
限
の
延
長
が
実
現
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
法
人
会
が
要
望
し
て
実
現
し
た
主
要
事
項
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
の

で
、
詳
細
は
広
報
誌
に
同
封
さ
れ
て
い
る

「税
制
改
正
の
あ
ら
ま
し

（速
報
版
と
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

千
万
円
以
下
の
法
人
は

一
〇
％
）
を
適
用
で

き
る
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
に
つ
い
て
、

各
類
型
の
要
件
の
見
直
し
等
を
行
っ
た
上
で
、

適
用
期
限
が
二
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

イ
　
Ａ
類
型
…
旧
モ
デ
ル
と
比
べ
て
生
産
性

（単
位
時
間
当
た
り
生
産
量
、
歩
留
ま
り
率

ま
た
は
投
入
コ
ス
ト
削
減
率
の
い
ず
れ
か
）
が

年
平
均

一
％
以
上
改
善
す
る
設
備

口
　
Ｂ
類
型
…
投
資
利
益
率
が
年
平
均
七
％

以
上
の
投
資
計
画
に
係
る
設
備

（対
象
設
備

に
建
物
及
び
そ
の
付
属
設
備

全

千
万
円
以

上
）
を
追
加
）

ハ
　
Ｃ
類
型
…
廃
止

二
　
Ｄ
類
型
…
改
正
な
し

●
中
小
企
業
防
災
・減
災
投
資
促
進
税
制
の

見
直
し
と
延
長

中
小
企
業
者
等
が
災
害
へ
の
事
前
対
策
を

強
化
す
る
た
め
に
防
災

・減
災
設
備
を
取
得

等
し
た
場
合
に

三
ハ
％
の
特
別
償
却
が
適
用

で
き
る
中
小
企
業
防
災

・
減
災
投
資
促
進
税

制

（特
定
事
業
継
続
力
強
化
設
備
等
の
特
別

償
却
制
度
）
に
つ
い
て
、
そ
の
対
象
設
備
か
ら

サ
ー

モ
グ

ラ
フ
イ
装

置
を
除
外

し
た
上

で
、

適
用
期
限
が
二
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

０
物
価
上
昇
局
面
に
お
け
る
税
負
担
の

調
整
及
び
就
業
調
整
へ
の
対
応

所
得
税
の
基
礎
控
除
の
引
上
げ

給
与
所
得
控
除
の
最
低
保
証
額
の
引
上

特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設

・
特
定
扶

養
控
除
の
見
直
し
等

二
　
そ
の
他
の
所
要
の
措
置

中
小
企
業
者
等
に
対
す
る

税
制
の
見
直
し
と
延
長

●
法
人
税
の
軽
減
税
率
の
特
例
の

見
直
し
と
延
長

中
小
企
業
者
等
の
法
人
税
率
に
つ
い
て
、
次

の
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
、
年
八
百
万
円
以

下
の
所
得
に
対
す
る
軽
減
税
率
の
特
例

一
五

％
（本
則

一
九
％
）
の
適
用
期
限
が
二
年
間
延

長
さ
れ
ま
す
。

イ
　
所
得
の
金
額
が
年
十
億
円
を
超
え
る
事

業
年
度
に
つ
い
て
、
所
得
の
金
額
の
う
ち
年
八

百
万
円
以
下
の
金
額
に
適
用
さ
れ
る
税
率
が

一
七
％
（現
行

一
五
％
）
に
引
上
げ
ら
れ
る

日
　
適
用
対
象
法
人
の
範
囲
か
ら
通
算
法
人

が
除
外
さ
れ
る

●
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
見
直
し
と
延
長

中
小
企
業
者
等
が
新
品
の
特
定
機
械
装
置

等
を
取
得
等
し
た
場
合
、
取
得
価
格

（船
舶

は
取
得
価
額
の
七
五
％
以
上
が
対
象
）
の
三

○
％
の
特
別
償
却
又
は
七
％
の
税
額
控
除

（資
本
金
三
千
万
円
以
下
の
中
小
企
業
者
等

に
限
る
）
が
適
用
で
き
る
中
小
企
業
投
資
促

進
税
制
に
つ
い
て
、
次
の
見
直
し
を
行
っ
た
上

で
、
適
用
期
限
が
二
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

み
な
し
大
企
業
の
判
定
に
お
け
る
大
規
模

法
人
の
有
す
る
株
式
ま
た
は
出
資
か
ら
、
以

下
の
項
目
に
全
て
該
当
す
る
場
合
、
そ
の
株

式
ま
た
は
出
資
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

イ
　
そ
の
判
定
対
象
で
あ
る
法
人
が
農
地
法
に

規
定
す
る
農
地
所
有
適
格
法
人
で
あ
る
場
合

日
　
一
定
の
承
認
会
社
が
そ
の
農
地
所
有
適

格
法
人
の
発
行
済
株
式
総
数
の
五
〇
％
を
超

え
る
株
式
を
有
す
る
場
合
な
ど

●
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
の
見
直
し
と
延
長

成
長
意
欲
２
局
い
中
小
企
業
の
設
備
投
資

の
後
押
し
を
す
る
た
め
、
経
営
力
向
上
計
画

に
基
づ
い
て
行
う
設
備
投
資
に
つ
い
て
即
時

償
却
ま
た
は
七
％
の
税
額
控
除

（資
本
金
三

ハ げ ロ イ

税務に役立つ小冊吾を

無料配布

当会では、令和7年度

税制改正の情報を織り !Ⅲ I

込んだ「令和7年版 主要

税法取扱便覧」を無料で

配布いたします。

:::::: _

この冊子は国税及び ⅢⅢ ::::::
地方税の広範囲にわた ―   …… .. 

“

I
る各種税目の取り扱い

/a公 益壮耐去入 金 沢 法 人 会
の中から、実務家が必要

とする情報 (課税標準・ 一覧表形式で使いやすい
税率・要件・計算方法・範    実務家必携の

税金ハンドブックで現
囲・期間等)を便利な一

覧表形式で引きやすく収録した、企業経営者から

実務家まで幅広くご活用頂ける便利な税金ガイド

プックです。

●申し込みはフアックス・メールにて

別途申込詈に所定事項をご記入になり、当会宛てに

お申込みください。後日郵送させて頂きます(冊子代

金、送料ともに無料です)。

4

二
　
所
得
税



槻 期

梱 談
―一最近相談の多い

事例よリーーー

交付を受けたインボイスに

誤りがあった場合の対応

記載事項に誤りがあるインボイスの交付を受け

た事業者が、その課税仕入れについて仕人税

額控除の適用に係る請求書等の保存要件を満たすた

めに必要となる対応について教えてください。

困 乳 縮 術 翼 事弄伝黒 菩を筆げふ

あつたときは、売手であるインボイス発行事業者に対して

修正したインボイスの交付を求め、その交付を受けるこ

とにより、修正したインボイスを保存する必要があります。

しかし、買手である課税事業者が作成した一定事項

の記載のある仕入明細書等の書類で、売手であるイン

ボイス発行事業者の確認を受けたものについても、仕

入税額控除の適用のために保存が必要な請求書等に

該当しますので、買手においてインボイスの記載事項

の誤りを修正した仕入明細書等を作成し、売手である

インボイス発行事業者の確認を受けた上で、その仕入

明細書等を保存することもできます。

なお、受領したインポイスの記載事項を買手が自ら

修正することは原則として認められませんが、自ら修正

するのみではなく、その修正した事項について売手に

確認を受けることで、その書類はインポイスであるのと

同時に修正した事項を明示した仕入明細書等にも該当

することから、当該書類を保存することで、仕入税額控

除の適用を受けることとして差し支えありません。

高速道路利用料金に係る

インボイスの保存方法

当社では、高速道路利用について、いわゆる.E

TCシステムを利用し、後日、クレジットカード

により料金を精算していま
‐
先 この場合、クレジットカー

ド会社から受領するクレジットカード利用明細書の保

存により仕入税額控除を行うことはできますか。

囚 飾 学追 τ漁 ダ 景ヽ亀鼠罐 {裂軽就

―ド利用者である事業者に対して課税資産の譲渡等を

行つた他の事業者が作成及び交付する書類ではなく、

また、課税資産の譲渡等の内容や適用税率など、インボ

イスの記載事項も満たしませんので、一般的に、インポ

イスには該当しません。

そのため、高速道路の利用について、ETCシステム

により料金を支払い、ETCク レジットカード(高速道路

会社が発行するETCコ ーポレートカード及びETCパー

ソナルカードを除きます。)で精算を行つた場合に、支払

った料金に係る仕入税額控除の適用を受けるには、原

則、高速道路会社が運営するホームページ (ETC利用

照会サービス)から通行料金確定後、利用証明書をグ

ウンロードし、それを保存する必要があります。

他方、高速道路の利用が多頻度にわたるなどの事情

により、全ての高速道路の利用に係る利用証明書の保

存が困難なときは、クレジットカード会社から受領する

クレジットカード利用明細書 (個々の高速道路の利用に

係る内容が判明するものに限ります。また、取引年月日

や取引の内容、課税資産の譲渡等に係る対価の額が分

かる利用明細デー方等を含みます。)と、利用した高速

道路会社及び地方道路公社などの任意の一取引 (複数

の高速道路会社及び地方道路公社の利用がある場合、

高速道路会社及び地方道路公社ごとに任意の一取引)

に係る利用証明書をダウンロードし、併せて保存するこ

とで、仕入税額控除を行つて差し支えありません。

業務の効率化   ベーパーレス化   コスト削減

e

零r盾鞠齢ALL e―Taxです!

騰鸞置で絡絲會巳
警類の保管場所が

不要、遠隔地でも
書類の確認可能

郵送代、印刷代、
交通費の削減

法令により、提出する書類ごとにデータ形式が定められていま現

5

●

e

XML形式・CSV形式勘定科目内訳明細書財務諸表

金沢税務署からのお知らせ

の皆様の利便性向上と税務行

政の効率化のため、添付書類

(財務諸表や勘定科目内訳明

細書等)を含めたe―Tax(ALL
e―Tax)を推進していま現

国税 、納 や税理士

※上記の添付書類はPDF形式による提出が認められていません。



令
和
六
年
十

一
月
七
日

（木
）
・
八
日

（金
）
、
「第
二
十
八
回
法
人
会
全
国
青
年

の
集
い

福
井
大
会
」
が
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約

二
千
人
の
青
年
部
会
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
「福
の
國
よ
り
木
来
を
研
け
！

～

志
を
立
て
、
新
時
代

２
屏
を
開

こ
う

～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
実
施
さ
れ
た
本

大
会
で
は
、
全
国
か
ら
選
出
さ
れ
た
法

人
会
に
よ
る
「租
税
教
育
活
動
プ

レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
」
と

「健
康
経
営
」
へ
の

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、
大
賞
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

金
沢
法
人
会
青
年
部
会
は
健
康
経
営
大
賞

の
単
位
会
部
門
に
て
全
国
五

つ
の
部
会
の
一
つ

と
し
て
エ
ン

ト
リ
ー
さ
れ
、

「
朝

ご
飯

を

食
べ
て
仕
事

の
効
率
を
Ｕ

Ｐ
Ｉ
」プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
優

秀
賞
を
獲
得

し
ま

し

た

。

ま

た
、
健

康

経
営
大
賞
の

企
業
部
門
で

は
金
沢
法
人

会
青
年
部
会

に
所
属
す
る

「
株

式

会

社

与
颯

_

金
沢
シ
ー
ル
」
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
。
全
国
の

青
年
部
会
活
動
の
発
展
に
寄
与
す
る
活
動
と

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

経
営
者
は
も
ち
ろ
ん
、
従
業
員

一
人
ひ
と

り

の
健
康
が
企
業
全
体

の
パ
フ
オ
ー

マ
ン
ス

に
大
き
く
影
響
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
青

年
部
会
で
は
健
康
経
営
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
取
り
組
み
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
健
康

経
営
大
賞
二
〇
二
四
で
、
青
年
部
会
部
門

の

優
秀
賞
、
部
会
員
企
業
部
門

の
最
優
秀
賞
受

賞
と
ダ
ブ

ル
受
賞
を
達
成

で
き
た

こ
と
は
、

今
後
の
活
動
の
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

北
陸
地
区
法
人
会
運
合
会
青
年
部
会
連
絡

協
議
会

は
令
和
七
年

二
月
二
十

一
日

（金
）
、

第
三
回
北
陸
地
区
青
年

の
集

い
富
山
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年

の
福
井
大
会
が
能
登

半
島
地
震

の
影
響

で
中
止
と
な

っ
た
た
め
二

年
ぶ
り

の
大
会

で
あ
り
、
ま
た
、
金
沢
以
外

で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

「北
隆
は
ひ
と

つ
」
の
テ
ー

マ
の
も
と
、
石

川

・
富
山

・
福
井

の
各
青
運
協

の
役
員
が
中

心
と
な

っ
て
準
備
を
し
、
北
陸
三
県

の
会
員

を
は
じ
め
約
二
百
名

の
参
加
者
が
あ
り
、
た

い
へ
ん
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

式
典

の
冒
頭

で
は
、
金
沢
国
税
局
長
ほ
か

ご
来
賓

の
方

々
か
ら

ご
祝
辞
を
賜
り
、
当
協

議
会

の
蟹
瀬
克
会
長
は
開
会
挨
拶
と
し
て
、

二
年
ぶ
り
に
北
陸
三
県

の
青
年
部
会
員
が

一

つ
と
な

っ
て
青
年

の
集

い
を
実
施
す
る
意
義

に
つ
い
て
力
強
く
説
明
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
行
わ
れ
た
基
調

去朋
　

講
演
で
は
、
長
内

褪

。
昌
三
金
沢
国
税
局

桁
鋲

長

か
ら

ご

れ

か

妙
齢

ら
の
社
会
に
向
か

腋
洋

っ
て
」
と
題

し

て

ご
講
演
を
頂
き
ま

尋
　

し
た
ｏ

離
　
　
租
税
教
育
活
動

醐
た。
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

釧
頂し、　
ョ
ン
発
表
で
は
魚

帥
灘

津
法
人
会
が
、
健

康
経
営
大
賞
発
表
で
は
金

沢

法

人

会

と

（株
）
金

沢

シ
ー
ル
が
全
国
青
年

の
集

い
で
発
表
し
た
内
容
を
披

露
し
ま
し
た
。
ど
の
発
表

も
大
変
素
晴
ら
し
く
、
今

後
の
活
動
の
参
考
に
な
る

も

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

大
会
後

の
懇
親
会

で
は
、
富
山

の
素
晴
ら
し

い
料
理
を
味
わ

い
な
が
ら
北
陸
三
県
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年

は
福
井
県

で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

同
じ
目
的
を
持

っ
た
仲
間
と
心
を

一
つ
に
活

動
を
続
け
て
い
く

こ
と

の
大
切
さ
を
再
認
識

し
た
良
き
大
会
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
ｔ

北
陸
三
県

の
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
今
後

の
発

展
を
誓

い
合

い
、
本
大
会
の
幕
は
閉
υ
ま
し
た
。

全
国
青
年
の
集
い
福
丼
大
会
に
参
加

―

健
康
経
営
大
賞
で
青
年
部
会
が
優
秀
賞
受
賞
―

第
三
回
北
陸
地
区
青
年
の
集
い

富
山
大
会
を
開
催

―

北
陸
三
県
の
会
員
が
二
年
ぶ
り
に
交
流
―

金沢シールの取り組みが

最優秀賞を獲得した。 1彬 ンティア休暇

単位会の部と部会員企業
の部のW受賞を達成 |

い ‐・  L

単位会部門は健康経営委員会の米国

委員長 (右 )と安田副委員長が発表。

北瞳地区青年の集し`富山大会会員交流閣親会
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懇親会で北陸三県の部会員同士、交流を深めることができた。



相
続
税
を
テ
ー
マ
に
税
務
研
修
会

―

税
理
士
の
本
村
岳
二
氏
を
講
師
に

令
和
七
年
二
月
十
日

（月
）
、

ハ
イ
ア
ッ
ト

セ
ン
ト
リ

ツ
ク
金
沢
に
て
税
務
研
修
会
を
開

催
し
、
女
性
部
会
員
を
始
め

一
般

の
方
も
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
税
理
士
法
人
木
村

経
営
ブ

レ
ー

ン
の
木
村
岳
二
先
生
。
テ
ー

マ

は
会
員
か
ら
要
望

の
多
か

っ
た
相
続
税

に
つ

い
て

「
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
相
続
税

の
視

点
と
は
～
納
税
資
金
計
画
と
対
策

の
重
要
性

～
」
と
題
し
て
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

木
村
先
生
は
、
相
続
に
は

「下
山

の
美
学
」

が
必
要
で
、
状
況
を
把
握
せ
ず

に
い
つ
ま

で

も
頂
上
を
目
指
し
て
登

っ
て
い
る
と
遭
難
し

て
し
ま

い
、
最
後

に
は

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー

で
救

助
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
早
め
に
下
山
を
決

め
れ
ば
自
力

で
下
り
ら
れ
る
し
、
景
色
を
楽木村先生を囲んで。

令
和
六
年
十

一
月
二
十
二
日

（金
）
、
松
魚
亭

に
て
中
濃
法
人
会
女
性
部
会
の
皆
様

二
十
六

名
と
金
沢
法
人
会
の
細
川
女
性
部
会
長
ほ
か

十
七
名
に
て
交
流
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
昨
年
九
月
に
郡
上
八
幡
を
訪
間
し
た
際
、
中

濃
法
人
会
と
の
交
流
懇
談
会
で
楽
し
い
ご
縁

を
頂
き
ま
し
た
。
郡
上
八
幡
を
ご
案
内
頂
き
、

美
し
い
水
の
流
れ
と
街
並
み
の
仔
ま
い
に
心
癒

さ
れ
、
皆
で
郡
上
お
ど
り
を
踊
っ
た
こ
と
も
楽

し
い
思
い
出
で
す
。

今
回
は
金
沢
。
浅
野
川
を
見
下
ろ
す
松
魚

亭
で
互
い
の
事
業
活
動
を
報
告
し
、
そ
の
後
、

加
賀
料
理
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
被
災
し

た
能
登
に
心
温
ま
る
ご
支
援
を
頂
い
た
こ
と

し
む
余
裕
も

で
き
る
と
話
さ
れ
、
「相
続
財
産

に
つ
い
て
従
来

の
ル
ー
ル
に
よ

っ
て
評
価
す

る
こ
と
が
著
し
く
不
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
国
税
庁

の
指
示
を
受
け
て
財
産
評
価
を

す

る
」
と

の
判
決

に
よ
り
二
億
円
も
追
徴
課

税
さ
れ
た
最
高
裁
判
例
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

や
は
り
、
「早
め
の
相
続
対
策
」
と

「行
き
過
ぎ

た
節
税
対
策

と
判
断

さ
れ
な

い
慎
重
な
計

画
」
が
大
切
だ
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

相
続
税
は
十
か
月
以
内

に

一
括
納
付
が
原
則

な

の
で
、
「相
続
開
始
前

に
納
税
資
金
を
準
備

す
る
こ
と
」
や

「安
易
に
配
偶
者
軽
減
を
活
用

し
な

い
」
な
ど
、
様

々
な
注
意
点
を
お
話
し

頂
き
ま
し
た
。
な
か
な
か
聞
け
そ
う

で
聞
け

な

い
お
話

に
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入

っ
て

い
ま
し
た
。

講
演
会
後
は
木
村
先
生
も
懇
親
会

に
参
加

さ
れ
、
皆
さ
ん
和
気
あ

い
あ

い
と
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

す
。
昨
年
の
ご
縁
が
こ
の
様
な
形
で
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
嬉
し
く
感
じ
、
ま
た
、
各
々
の
事
業

活
動
を
知
る
こ
と
で
新
た
な
活
動
の
ヒ
ン
ト

を
得
る
大
変
有
意
義
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

（り
ご
案
内

日
時
／
令
和
七
年
五
月
二
十
二
日
（本
）

年
後
三
時
～

場
所
／
ホ
テ
ル
日
航
金
沢

４
階

鶴
の
間

記
念
講
演
／
テ
ー
マ
・請
師

今
こ
そ
求
め
ら
れ
る
″女
性
の
品
格
〃

昭
和
女
子
大
学
総
長
　
坂
東

貝
理
子
氏

※
当
日
は
祝
賀
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
追
っ
て
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
、
る」
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

早めの相続対策が何より
大切と木村先生。

熱心に聞き入る聴講者の皆さん。

中
濃
法
人
会
を
迎
え
て
交
流
懇

―

昨
年
は
郡
上
八
幡
、ハウ
年
は
金
沢
で

を

知

り

、

心
よ
り
感

謝
申
し
上

げ
ま
し
た
。

そ

の
後

、

ひ
が
し
茶

屋
街
を
散

策

。
駆

け

足
の
ス
ケ

ジ

ュ
ー

ル

で
し
た
が
、

金
沢
を
ほ

ん
の
少
し

味

わ

っ
て

頂
け
た
か

と
思
い
ま

お互いの事業活動

報告に聞き入る参

加者。
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部
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創
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三
十
日
年
記
念
式
典

第
三
十
回
通
常
総
白



各種

研修会
報告

◆

日
時
／
令
和
六
年
十

二
月
五
日

（木
）

◆

場
所
／
金
沢
流
通
会
館
　
イ

◆
テ
ー
マ
・
講
師

‘―

年
末
調
整
説
明

金
沢
税
務
署

法
人
課
税
部
門
審
理

原
　
由
美
氏

問
屋
阿
支
部
研
修
会
経
営
を
学
び
、
語
り
合
お
う

本
会
主
催
の
語
演
会
、
研
修
会
に
加
え
て
各
支
部

・
ブ
ロ
ツ
ク
で
も
独
自
の

研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
会
員
が
広
く
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
令
和
六
年
十
二
月
二
十
日
（金
）

◆
場
所
／
金
沢
商
工
会
議
所

◆
テ
ー
マ
・講
師

現
場
力
と
理
念
に
よ
る
勝
て
る
組
織
の
創
り
方

元
キ
リ
ン
ピ
ー
ル
（株
）代
表
取
締
役
副
社
長
・ｎ
Ｏ
Ｏ
年

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（株
）代
表
取
締
役

口四
肘
”
細
円
祥
【
現
場
方
と
騨
‰
ｋ
領
壕
ギ
の
創
り
方

協

構
］
つ
奏
撃
狙
筆
輔

鶴
艇
饂

田

村

　

潤

氏

◆
日
時
／
令
和
七
年
二
月
十
四
日
（金
）

◆
場
所
／
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
テ
ー
マ
・
講
師

Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
、

～
新
幹
線
清
掃
チ
ー
ム
の
働
き
が
い
改
革
～

合
同
会
社
お
も
て
な
し
創
造
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表

矢
部

輝
夫
氏

回

^

1987年  (昭和 62年 )

社員の心に火をつけ、

キリンピールの全国シ

ェア首位奪回を果たし

た秘訣をお話し頂いた。

新幹線の清掃会社を

おもてなし集団へと変

えた取り組みは国内

外から注目されている。

注
離
〓
一

◆

日
時
／
令
和
七
年

一
月

二
十

四
日

（金
）

◆

場
所
／
か
ほ
く
市
高
松
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

◆

テ
ー

マ
・
講
師

と
し
て
開
催

真
田

弘
美
氏

肴
護
×
モ
ノ
づ
く
り

石
川
県
立
看
護
大
学
学
長

※
か
ほ
く
市
商
工
会
と
の

合
同
新
春
経
営
講
演
会

河
北
プ
ロ
ツ
ク
研
修
会

◆

日
時
／
令
和
七
年

一
月

二
十

四
日

（金
）

音
地

利
亮
氏

～
葛
藤
と
挑
戦
の

廃
業
寸
前
の

◆

場
所
／
招
龍
亭

◆

テ
ー

マ
・
講
師

粟
崎
支
部
研
修
会

◆
日
時
／
令
和
七
年
二
月
二
十
五
日
（火
）

◆
場
所
／
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
イ
・イ
ン
金
沢
ス
カ
イ

自
衛
隊
石
川
地

◆
テ
ー
マ
・講
師

最
近
の
安
全
保
障

梶
川
　
裕
氏

西
部
プ
ロ
ツ
ク
研
修
会

◆
日
時
／
令
和
七
年
二
月
八
日

（土
）

◆
場
所
／
内
灘
町
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

め
ざ
し

飲
食
店
を

（株
）
Ｆ
ｏ
ｒ
ｃ
ｅ

◆
テ
ー
マ
・講
師

北
陸
ナ
ン
バ
ー
ワ

代
表
取
締
役

英
　
利
騎
氏

内
灘
支
部
講
演
会

十
二
月
定
例
研
修
会

金
沢
天
晴

山
藤
濁
洒
研
究
所

見
学
会

◆
日
時
／
令
和
七
年
二
月
二
十
七
日
（木
）

◆
場
所
／
ヤ
マ
ト
・粍

玉 づ

の体験も。

金
石
，大
野
支
部
研
修
会

二
月
定
例
研
修
会

7

8



通 常 総 会 の ご 案 内

公益社回法人 金沢法人会

第13回

【講師プロフイール】

大学卒業後、大手通信企業で

組織人事や営業企画を担当し

た後、妻の実家が営む老舗の

食堂「ゑびや」に入社。店舗運

営にITツールを導入し業績を

向上させた。サービス業におけ

るデータ分析やテクノロジー

涌用の普及を目指し教育活動

にも注力。地域の課題解決を

テーマに二重大学地域イノベ

ーシヨン学研究科の博士号を

取得している。

日時/令和7年5月 29日 (木)午後2時～     1
場所/ANAクラウンプラザホテル金沢 3階 鳳の間

【記念講演会】午後2時～3時30分……………………・…………………

演 題/データ経営とDXで老舗企業の売上げを
8.5倍 B利益を80倍まで増加させたお話

講  師/有限会社ゑびや代表取締役社長′Jヽ Iヨ島 春樹 氏

【総   会】午後3時45分～5時 ………………………………………・
審議事項/①令和6年度収支決算報告(案 )承認の件

②理事・監事選任(案 )承認の件

報告事項/①令和6年度事業報告の件
②令和7年度事業計画及び同収支予算書の件

【懇 親 会】午後5時20分～7時・・……………………………………・
会  資/懇親会参加者5,000円 (異業種交流の場として開催します)
※ご出欠は同封の返信はがき「出欠の回答」にご記入頂くとともに、欠席

の場合でも返信はがきに記載してある委任状に、必ず記名・押印されて

5月 16日 (金)までにご返送頂くようお願い申し上げます。

新
幹
線
清
掃
会
社
を

従
業
員
が
語
る
″新
３
Ｋ
〃
職
場
ヘ

新
幹
線
の
清
掃
業
務
は
「き
つ
い
。汚
い
。危

険
」
の
３
Ｋ
職
場
と
し
て
従
業
員
の
定
着
率
が

低
く
、
事
故
や
ク
レ
ー
ム
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
講
師
の
矢
部
輝
夫
氏
は
単
な

る
「掃
除
の
お
ば
ち
ゃ
ん
」
で
な
く

「清
掃
面
で

新
幹
線
の
運
行
を
支
え
る
技
術
者
」
と
位
置
付

け
、
管
理
者
を
含
む
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る

と
と
も
に
積
極
的
に
現
場
の
意
見
を
取
り
上

げ
、
組
織
体
制
や
人
事
評
価
を
明
瞭
に
し
た
と

こ
ろ
、
従
業
員
の
誇
り
が
高
ま
り
「お
も
て
な
し

集
団
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

今
で
は
、
短
時
間
で
効
率
的
に
作
業
を
す
る

清
掃
チ
ー
ム
は
、
「感
謝
・感
激
・感
動
」
の
新
３

Ｋ
職
場
と
し
て
世
界
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

【法
人
会
員
】

（株
）
Ｍ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
　
　
　
　
タ
パ
・モ
ハ
ン

ク
マ
ー
ル

（株
）石
川
県
Ｉ
Ｔ
総
合
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

細
野
　
昭
雄

（弁
）
ク
オ
リ
テ
ィ
・ワ
ン
　
　
　
　
　
　
小
倉
　
悠
治

（株
）
Ｓ
Ｇ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ

ゆ
う
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
（同
）

（株
）
エ
レ
ガ
ン
ス

（同
）
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
パ
ー
ク
金
沢

（協
組
）
金
沢
経
営
管
理
セ
ン
タ
ー

（株
）
ザ
ツ
ツ
ラ
イ
フ

（株
）
笠
間
農
国

ふ
あ
み
―
ゆ
ツ
ダ
コ
マ
（株
）

（株
）
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

大
工
た
つ
け
ん
（同
）

さ
わ
や
か
リ
テ
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
（株
）

（株
）
ノ
ガ
ミ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

萩
断
塗
装
（株
）

（株
）
Ａ
．
ｄ
ｃ
ｓ

（同
）
オ
ン
・ザ
・ロ
ー
ド

（同
）
カ
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
ナ

（株
）
キ
ム
ラ
電
機

Ｔ

Ｈ

Ｅ

Ｕ

Ｐ

Ｄ

Ａ

Ｔ

Ｅ

Ｏ

Ｒ

Ｇ

Ａ

Ｎ

Ｉ

Ｚ

Ａ

Ｔ

１

０

Ｎ

（
株

）

（株
）
石
川
検
査

（株
）
ア
ー
チ
２３

み
な
み
設
備
工
業
（株
）

（有
）
ク
リ
ー
ン
商
事

３
＆
Ｆ
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｙ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（株
）

（有
）
ソ
フ
ト
ホ
ー
ム

社
会
保
険
労
務
士
法
人

金
沢
経
営
労
務
事
務
所

む
か
い
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
（株
）

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｙ

Ｇ

Ｏ

Ｌ

Ｄ

Ｆ

Ｕ

Ｎ

Ｄ

（
株

）

森
岡
　
龍
太

米
森
　
信
夫

木
藤
万
記
子

新
保
　
良
介

北
川
万
規
臣

鶴
来
　
智
克

吉
田
　
裕

二

坪
内
　
周

一

前 向
サII

彙

渉 子

【個
人
会
員
】

Ｊ

Ｍ

Ｉ

Ｓ

Ｔ

Ｙ

Ｌ

Ｅ

山
森
　
風
輝

折

口

　

潤

角

　

力

也

高
野
　
国帥
弘

高
野
晶
弘
税
理
士
事
務
所

前
川
　
　
渉

小
倉
　
悠
治

東
　
　
祐
恵

寺
西
　
茂
正

大
友
　
　
淳

大
垣
　
文
洋

笠
間
　
勝
弘

北
野
　
浩
司

気
谷
　
源
嗣

辰
田
　
賢
治

大
光
司
良
浩

野
上
　
二
全

萩
野
　
充
弘

荒
井
　
智
明

辻
　
　
祐
基

下
　
　
由豆
秋

木
村
　
好
行

9

専
雷・
′

二
月
定
例
研
修
会
よ
り

新
会
員
紹
介

（令
和
六
年
十
一
月

一
日
か
ら

十
二
月
二
十

一
日
ま
で
）

◆
法
人
名
　
◆
代
表
者
名
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共に助け合い、互いを良く知り、

みんなが安心して暮らせる賃貸の実現を
、
一

大
人
に
な
っ
た
ら
大
家
さ
ん
に
な
る
！

幼
少
期
の
関
き
が
今
に

思
え
ば
幼
稚
園
の
頃
、
祖
母
と
大
家
さ
ん

に
家
賃
を
届
け
に
行
っ
た
時
、
大
人
に
な
っ
た

ら
大
家
さ
ん
に
な
る
―

と
何
の
意
味
も
な
く

閃
い
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
仕
事
へ
の
縁
の
深
さ
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。
創
業

は

一
九
九

二
年

（平
成

四
年
）
、

今
年
で
二
十
四
年
目
を
迎
え
、
金
沢
市
と
小

松
市
に
住
居
中
心
の
賃
貸
業
を
営
ん
で
お
り

ま
す
。
社
名
は

一
号
目
の
物
件
を
砂
丘
の
町
内

灘
町
に
建
て
た
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
砂

丘
が
Ｄ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
だ
っ
た
の
で
デ
ュ
ー
ン
と
な
り

ま
し
た
。
業
界
の
事
も
知
ら
ず
始
め
た
こ
の
仕

事
も
、
管
理
会
社
の
方
々
か
ら
入
居
者
さ
ん

や
協
力
業
者
さ
ん
の
質
が
と
て
も
良
い
と
お
話

を
頂
く
よ
う
に
な
り
、
周
り
を
見
渡
せ
ば
全

て
助
力
の
賜
物
お
か
げ
さ
ま
で
し
か
な
く
、
今

は
入
居
者
さ
ん
の
安
寧
を
祈
り
協
力
業
者
の

方
々
と
共
に
発
展
し
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
思

い
で
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

人
に
優
し
く
地
域
の
お
役
に
立
つ

そ
ん
な
賃
賞
を
実
現
し
た
い

現
在

一
般
的
に
家
主
は
単
に
部
屋
を
貸
し

賃
料
を
頂
く
の
が
主
流
で
す
が
、
家
主
も
社

会
の
お
役
に
立
ち
な
が
ら
経
営
し
て
い
け
な
い

か
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
叶
え
た
い
強
い
が
思

い
が
ひ
と
つ
あ
り
ま
し
て
、
今
回
こ
の
場
を
通

し
て
そ
の
思
い
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
入
居
者
さ
ん
皆
そ
れ
ぞ
れ
が
共
生
し

助
け
合
え
る
賃
貸
を
作
り
運
営
し
て
い
く
と
い

う
も
の
で
す
。
現
在
の
市
況
は
供
給
過
剰
で
一

部
屋
で
も
埋
め
た
い
と
家
主
な
ら
そ
う
思
っ
て

い
る
時
代
で
も
、
入
居
希
望
の
方
が
一
人
親
だ

っ
た
ら
拒
否
も
珍
し
く
な
く
、
ペ
ッ
ト
可
物
件

す
ら
珍
し
い
、
そ
れ
が
現
状
で
す
。
真
面
目
に

働
い
て
も
諸
条
件
が
厳
し
く
部
屋
を
借
り
ら

れ
な
い
人
も
多
い
現
実
を
感
じ
ま
す
。
厳
し
い

入
居
基
準
は
未
然
に
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
の
で

非
常
に
助
か
っ
て
お
り
ま
す
が
、
身
寄
り
の
な

い
こ
れ
か
ら
未
来
あ
る
人
、
真
面
目
に
働
ウ」
う

と
し
て
い
る
働
き
盛
り
の
一
人
親
世
代
や
身
寄

り
の
な
い
高
齢
者
の
方
た
ち
が
共
に
ひ
と
つ
の

建
物
に
助
け
合
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
人
親
世
帯
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
帰
っ
た

ら
集
ま
る
部
屋
で
勉
強
や
遊
び
、
ご
飯
を
食
べ

た
リ
シ
ヤ
ワ
ー
も
浴
び
た
り
し
て
、
保
護
者
の

方
が
帰
る
ま
で
の
間
そ
こ
で
時
間
を
過
ご
し
、

頼
る
と
こ
ろ
の
な
い
人
た
ち
は
、
一
定
の
年
齢

以
上
の
方
は
寂
し
さ
や
孤
独
感
が
和
ら
ぎ
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
体
が
動
く
間
は

集
ま
る
部
屋
で
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
っ
た
り
、

ま
た
体
が
不
自
由
に
な
れ
ば
子
ど
も
た
ち
も

部
屋
を
訪
問
し
て
コ
ミ
≧
一ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
で
寂
し
さ
も
減
り
楽
し
み
も
生
ま
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
み
ん
な
で
い
ず
れ
町

会
の
行
事
や
ボ
ラ
ン
ア
イ
ア
な
ど
に
も
参
加
し
、

近
隣
に
あ
る
耕
作
放
棄
地
を
借
り
ら
れ
た
ら

野
菜
を
作
り
皆
で
分
け
、
子
ど
も
た
ち
の
晩

御
飯
に
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
を
通
し
て
助

け
合
い
や
思
い
や
り
を
共
有
で
き
る
、
そ
の
建

物
の
中
は
み
ん
な
顔
見
知
り
。
助
け
合
う
こ

と
を
旨
と
し
て
入
居
し
て
頂
く
、
そ
ん
な
共

に
生
き
助
け
合
え
る
賃
貸
経
営
も
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
す
。
若
年
層
の
方
で
気
に
な
る
の
は
、
児
童

養
護
施
設
か
ら
出
た
ば
か
り
の
人
た
ち
が
、

家
の
環
境
、
世
間
の
日
、
幸
い
立
場
に
立
っ
て
、

犯
罪
を
犯
す
こ
と
は
非
常
に
多
い
と
関
係
の

方
々
か
ら
伺
っ
て
い
ま
す
。
な
ら
、
高
校
生
の

間
は
学
校
に
許
可
を
頂
き
、
就
職
前
に
ア
ル
バ

イ
ト
を
経
験
し
、
企
業
と
本
人
双
方
の
合
意

至
屋
用
が
結
ば
れ
た
ら
入
居
し
て
頂
い
て
、

施
設
の
方
の
見
回
り
や
建
物
内
の
人
た
ち
と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
暮
ら
し
て

一
定
期
間
過
ぎ
た
ら
ご
自
身
の
道
を
歩
ん
で
頂

く
。
ご
高
齢
の
頼
る
と
こ
ろ
の
な
い
人
た
ち
は

終
身
。

一
人
親
世
代
は

一
番
下
の
子
ど
も
さ
ん

の
大
学
卒
業
後

一
年
経
過
し
た
ら
退
去
し
次
の

人
を
迎
え
、
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
で
常
に
助

け
合
い
が
継
続
し
て
い
く
と
思
う
の
で
す
正
削

例
が
な
い
事
か
ら
世
間
の
荒
波
は
覚
悟
は
し

て
お
り
、
法
的
に
適
正
か
ど
う
か
、
管
理
会

社
の
方
々
の
協
力
、
賃
料
を
な
る
べ
く
抑
え
た

設
定
に
す
る
た
め
収
支
の
検
討
、
疾
際
の
運

用
な
ど
精
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
今
そ

の
段
階
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
頂
い
て
、
特
に
身
寄
り

の
な
い
若
い
世
代
の
働
き
先
と
し
て
受
け
入
れ

可
能
な
企
業
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

二^

報
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
多
く

の
方
に
届
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
ご
賛
同
頂
け

る
企
業
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
う
、
思
い

を
込
め
て
し
た
た
め
ま
し
た
。

今
は
珍
し
く
と
も
十
年
二
十
年
後
は
同
業

他
社
の
参
画
も
増
え
、
こ
の
地
域
で
も
珍
し
く

な
い
、
そ
ん
な
や
さ
し
い
社
会
と
な
り
ま
す
よ

う
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

ヾ

(有 )デユーン
金沢市藤江北255
直通連絡先 090-1631-9773

取糸帝役福江 美奈子

●PrOfile
出 身 地 ● 富山県小矢部市

業務内容0不動産賃貸業
座右の銘0人間万事塞翁が馬
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暴
奢
な
節
り
に
武
家
社
会
の
名
残
均

男
の
子
の
成
長
を
祝
う
端
年
の
節
句
。
少
し

時
代
を
遡
る
と
、
五
月
人
形
と
と
も
に
豪
華
な

「座
敷
の
ぼ
り
」
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
座
敷
の
ぼ

り
は
戦
で
使
わ
れ
た
懺
旗
や
槍
な
ど
を
七
本
、

九
本
と
い
っ
た
奇
数
で
立
て
並
べ
た
も
の
で
、

武
将
の
よ
う
に
立
派
に
育
つ
よ
う
に
と
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
酵

江
戸
時
代
の
武
家
で
陣
、
男
の
子
が
初
節
旬

を
迎
え
る
と
玄
関
前
に
菖
蒲
で
作

っ
た
兜
を
飾

．

り
、
先
祖
伝
来
の
武
具
を
並
べ
て
視

っ
た
と
ド

い
ま
す

，。
男
児
の
誕
生
を
神
様
へ
知
ら
せ
る
と

幹

同
時
に
そ
の
家
の
力
を
周
囲
に
誇
る
役
割
も
あ

っ
た
そ
う
で
す
が
、
座
敷
の
ば
り
は
そ
の
ミ
ニ

チ
歩
才
版
。半
裕
福
で
あ
っ
て
お
Ｗ
人
が
武
具
を

戸
外
に
飾
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
武
士
は

武
士
で
上
の
階
級
を
慮
っ
て
屋
敷
肉
に
飾
る
よ

う
に
強
り
、
小
型
化
し
て
い
っ
た
と
か
。

今
は
、
端
年
の
節
句
と
言
え
ば
五
月
人
形
が

主
役
で
す
が
、ｒ昭
和
初
期
ま
で
の
座
敷
の
ぼ
り

は
大
型
で
、
む
し
ヶ
手
前
に
飾
る
鎧
兜
ぼ
小
さ

か
っ
た
。
そ
れ
が
、
鎧
兜
と
釣
り
合
い
が
と
れ

る
大
き
さ
へ
と
変
わ
り
、
鎧
兜
で
隠
れ
る
部
分

》^

懺旗の図柄に時代の変遷を見ることができる。

は

くと、和菓子屋さんに「かし

わ餅lΥとほ きだんご」が並び、スーパーの店頭

で菖蒲を目にするようになります。

蒲湯で夏場の慕病患史を

新緑の頃に葉を茂らせる菖蒲。香気が強

く薬性もある菖蒲を浮かべたお風呂に浸か

つて邪気を祓い、夏場の息災を願う習慣が

あります。お風呂の中で菖蒲の葉をハチマ

キのように巻いてもらったり、布団の下に敷

いて寝た記憶を持つ方も多いのでは。

菖蒲と蓬を東ねて軒に下げる習慣もあつた。

ちまき                              )

粽 ttかえて、まき併 (まきだんご)

全国的には粽を食べますが、金沢は寒く、

粽を巻く笹が育つていないため「まき餅」を

食べたとか。一見おはぎですが、楕円形で

なく片方が細長くなっていて、中は蓬のお餅。

あんこやきな粉で巻く

ことからまき餅と呼

ばれるそうですp´

で

Ｌ
Ｆ
Ｖ
Ｕ

ョ
ン
の
形
で
す

を
省
い
て
両
端
の
吹
流
し
と
鯉
の
ば
り
だ
け
を
マ

飾
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
飾
り
方
だ
け

で
な
く
峨
に
書
か
れ
る
絵
柄
の
移
り
変
わ
り
に

も
、
そ
の
時
代
の
空
気
や
暮
ら
し
が
反
映
さ
れ

て
い
幡
と
の
ウ」と
。

災
厄
や
病
魔
を
祓
う
宮
中
の
行
事
と
し
て
奈

良
時
代
に
始
ま
っ
た
端
午
の
節
句
。
強
い
香
気

で
邪
気
を
祓
う
と
し
て
飾
ら
れ
た
「菖
蒲
」
が
、下

「尚
武
」
に
通
じ
る
と
武
家
社
会
へ
と
広
が
り
男

の
子
の
節
句

へ
。
そ
し
て
現
代
、
「こ
ど
お
の

日
」
で
も
あ
る
五
月
五
日
は
、
性
別
に
関
係
な

く
子
ど
も
た
ち
皆
の
成
長
を
願
う

一
日
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ガ
ル
ガ
ン
チ
ユ
ア

主日
承泰
製
不
ａ

魅
焼
き
煎
餅

ヽt

Θ
【ガ
ル
ガ
ン

ク
期
間
中
、
世
界
の
ト
ツ
プ
ア
ー
テ
イ
ス
ト
が
金
沢

に
集
結
し
、
数
多
く
の
一
流
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
繰
り

広
げ
る
ほ
か
、
伝
続
芸
能
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

や
市
民
参
加
の
大
型
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
る
、
金
沢

の
街
が
ク
ラ
シ
ツ
ク
に
染
ま
る
音
楽
の
祭
典
で
す
。

【盤
焼
き
煎
餅
】
基
焼
き
の
お
煎
餅
の
片
面
に
そ
れ

ぞ
れ
黒
砂
糖
・抹
茶
・和
三
盆
で
昧
付
け
し
、
四
季

を
描
い
た
も
の
で
す
。

、コ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

今、

1岳
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法人会会員企業にお勤めの方は、おひとり様からでも集団扱の著u安な保険料でご契約いただけます。

がん保険の枠を超え、一人ひとりに最適な安心を
保障と相談サポートで一人ひとりに最適ながん保険

幅広い

保障

(*1)ア フラックのよりそうがん相談サポートは、Hatch HeaLhcare株 式会社が提供するサービスで
あり、アフラックの提供する保険またはサービスではありません。よりそうがん相談サポート
および案内する各種サービスの内容は、2025年 3月 17日 現在のものであり、将来予告なく変更
またlよ中止さイlる場合があります。サービスの詳細は、アフラッタオフィシャルホームページ

(*鵜峯4讐監茫9暫をた翌鞘単aku/gattoudattupptt hmり をご確認ください。

がん治療だけでなく、がんの検診後の
精密検査僻動、診断前の通院、
治療から治療後の生活サポートまで、
幅広くがんに対する備えを提供します。

専門知識を持つた
よりそうがん相談サポーターが
あなたの不安や悩みを傾聴し、
適切にサポートします。

保障と相島ヽサポートで

ド
も .

句
欝

◎商品の詳細は「パンフレットJ「契約概要」などをご確認くださしヽ。

「生きる」を創る。
資料請求は
お気軽にどうぞ! ⅧN身

'■

cァフラック
金沢支社 〒920-0853石川県金沢市本町1-5-2リ フアーレ

法人会用フリーダイヤル0120四876日505
※今後の対応は担事の募集代理店が行います。

Pα4246 AFアツ課 20240543つ 403013 12月 26日

あなたによりそう

がん保険
ミライト

引
受
保
険
会
社

アフラック法人会 検 索

二Nolと 緊写遠
ク

各社の統合報告,な どに基づくアフラツクロベ(2024年 3月
'i占

)

法人会がん保険制度

】缶鞘 銭人会総連合

令
和
七
年
度
の
会
費
納
入
に
つ
い
て

会
費
納
入
を
自
動
振
替
さ
れ
て
い
る
会
員

様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
七
月
に
引
き

落
と
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

セミナーOガンプ▽ンドυ―はスがと周充実B

インターネットで趨罵ナーー曼謝
」府
Ｆ
ｒ

卜
　
，―

′●Ⅲ咎捉松人套  よ。=】点 胡t r、▼で,・↑ ・^ント

お知らせ

…

一流の講師陣によるセミナーが

500タイトル以上 !会員の方は、

映像と音声による本格的セミナ

ーを無料で受講頂けます。

社 修
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